
冬至

今日は冬至。上越国境の豪雪地帯では大雪が続いていたようだったが、北から

の寒波は少しは落ち着いたのか、当地は雲一つない快晴で穏やかな日となった。

今まで見続けていた法華経寺の泣き銀杏はすべて葉を落としてしまった。

一か月ほど前の写真と比較してみると、今は寒々とした様相で立っている。

この敷地の管理者も毎日のように落ち葉をかき集めて掃除していたのだろう。

太い幹の周辺では今も熊手の跡が地表に残っていた。
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